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ての学習」については18.5％，「個人生活上での学習」については27.2％が,個人学
習による学習方法を希望している。
また，1976年の「生涯教育の実施状況等に関する実態調査」によれば，学校を終え

てから希望する学習方法について，大学在学者は56.4％，短期大学在学者は39.1％，
高等学校在学者は22.1％，専修学校在学者は44.2％，各種学校在学者は38.4％が「個
人で学習する」と答えている。
こうした自分で問題を見つけ自分のペースで学習できる個人学習の方法を，多くの

入たが選ぶという動向を踏まえて，先の中央教育審議会答申「生涯教育について」⑩
は，「生涯教育は各人の自発的な学習意欲を基本とするものである」というprinciple
を掲げつつ，「人身の学習要求が，その内容・方法において一層多様化・高度化し，
また，集団的な学習形態よりも個人学習を望む人々も数多く存在することから，個人

⑳
学習に対する配慮がますます重要になるであろう｡」と述べている。
このことは，私たちが，人間の「学び」の原初形態が「ひとりで学ぶ」ことである

ことを確認するならば，至極当然のこととして了解できよう。従来の社会教育には，
こうした個々人への学習の援助という視点が稀薄であったのである。すなわち，教育
というものを，学習者の集団化を前提とし，直接の人格的交渉における指導・被指導
の関係に基づいて考えるという学校教育的教育観が社会教育において卓越していたと

⑫
いえよう。
このような個人学習への援助を行うために，同答申では，「広域的に学習に関する

情報を収集。提供したり，学習相談に応じ得るような学習情報センター的機能を充実燭
する必要がある」として，そうした業務をとり行う総合的な社会教育施設としての
｢生涯教育センター」が構想されている。
この「生涯教育センター」は，印刷メディアに限定されることなく，視聴覚メディ

アも備え，従来の図書館のようにそれらを貸し出すにとどまらず，「学習のプログラ
“ムそのものを自分で作成しつつ，自己のペースで学習する方法」を確立するために，

「学習者の興味と社会の様々な学習の手段(learningresources)を結びつけるサーピ
的スを提供する」ものと思われる。これは，イヴァン・イリッチ(I・Illich)の構想した

「学習のネットワーク」(learningwebs))にかなり近似した機能を有するものと期
飼

待できよう。
また，この「生涯教育センター」は，これからの情報革新の波を受け，２１世紀の教

育革新のさきがけとなる可能性を有しているものともいえよう。従来，教育とは，教
育者と被教育者が同じ空間にいることが前提とされていたが，これから社会教育で
は，学習者が特定の施設に出かけなくとも，学習を援助してもらうことが可能となる
のである。現在，開発中の「高度情報通信システム」(mS)は，未来の社会教育のズ
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〃２自由投稿

(socialmobility)のための装置として機能させ，国民にとっては，「教授」の場所と
しての学校に行くか行かないかが重要な意味を持つようになったのである。かくし
て，学校教育は，それを受けること自体が社会から評価され，また，そこで付与され
る諸々の資格のために，社会から何らかの形でより大きな教育内容の平準化をこうむ
るに至り，その教育内容が学習者の学習内容に関するneedsに十全に答えにくくな
ったのであった。
これに対して，戦後の日本の社会教育は，戦前の「通俗教育」による教化総動員と

いう苦い歴史への反省から，基本的には，学校教育の枠外に置かれ，法の支持を受け
つつ，原則として，学習内容は学習者の要求を考慮しつつ決定され，行政は国民相互

例で行われる自己教育活動を援助する責務を負うものとされた。戦後日本の公教育制度
が，憲法一教育基本法のもとで，学校教育法と社会教育法を並列させる法体系を作
ったゆえんもここにあったといえよう。
ここに，学校教育の機会均等と社会教育の機会均等を考えていく際の根本的な相異

の問題がはらまれていたのである。このような相異を内に含む生涯教育の文脈におい
て，教育機会均等概念をとらえる場合，教える側によって平準化された教育内容への
接近の拡大という学校教育方式の機会均等策では，社会教育本来の性質に即した機会
均等を包括しえないことは自明であろう。なぜなら，このような学校教育の機会均等
の原則を社会教育で承たそうとするならば，どうしてもその教育内容の分量や程度に

⑫
至るまで，全国レベルで平等である事態をつくり出さねばならないからである。
それでは，私たちは，社会教育の機会均等概念をどう考えていけばよいのであろう

か。この領域にあっては，学習者が教育を受けるというpassiveな態度よりも，むし
● ● ● ●

ろ学習者が自ら学ぶというactiveな態度が優先し，教育はそうした学習を助けるひ
かえめな働きであることが前提となる。そして，学校教育におけるような，単に上か
ら与えられる教育に対する選択の自由があるにとどまることなく，自らの生活の中で
学習する課題を見い出し，自らの希望する方法でその学習を援助する媒体を選ぶ（な
いしは，その媒体をもレイアウトする）という点が特質となっている。また，学校に
おいては，集団的に組織化された学習者＝生徒の学習に対し，教師による教授がなさ
れるが，社会教育では，クループ（自然発生的なものを基本とする)，一対一，ある
いは個人での対媒体という学習の形態が多くの割合を占めるのである。そして，学習
者が，自らの学習に満足した時点で，社会教育の制度の利用をやめる自由もある。も
ちろん，制度にまったく関わりを持たずに学習を進める自由もある。こうした，学校
教育とは異なる特質を踏まえたうえで，社会教育の機会均等概念は考えられなければ
ならないであろう。そして，同時に，学習者自身の内発的な学習意欲を基礎として，
学習者自身が学習目的や内容を決定し，自らが学習の主体となっていくような社会教
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的

育の確立への絶えざる努力が必要となるのである。
以上のように，これまでの教育機会均等概念は，学校教育を典型とする，教える側

から一方的に学習者の学ぶべき内容が決められ，学習者はそれを受けることによっ
て，社会から認定・評価されるという教育を拡大することに大きく関わるものであっ
たといえよう。そして，今日の生涯教育における教育機会均等に関する議論も，もっ
ぱら，こうしたformalな教育の国民への提供の拡大と，その分配の問題に集中して
おり，社会教育の原則にあるような，国民一人一人の自由な学びを援助していく教育
については等閑視されているのである。つまり，社会的に評価されない自由な学びの
援助についての機会均等がほとんど問題にされていないことが指摘されるであろう｡

お わ り に

「生涯教育」(6ducationpermanente:LifelongintegratedEducation)の提唱者
であるポール・ラングラン(P.Lengrand)は，「生涯教育は平等のための手段であ“
る」と明言している。それは，学校教育の外側に，学校教育と同じような機能を果た
す教育を設けることによって，学校教育で失敗した人たに，その失敗をやりなおす機
会を与え，失敗を相対化するという考え方と表裏をなしていると思われる。ラングラ
ンの思想の延長線上にあると思われるユネスコ教育開発国際委員会の手によるフォー
ル報告書『未来の学習』(LearningtoBe)ではこのことを次のように論じている。
「ひとたび，教育が継続的になれば，成功や失敗に関する考え方は変わってくるで

あろう。個人が，彼の教育経歴のうちのある年齢や段階で失敗しても，他の機会をも
つことができるであろう。彼は，もはや，彼自身の失敗のために，一生承じめな環境

鶴
に閉じこめられることはないであろう｡」
ここで，問題となるのは，社会の平等が，「生涯教育」の振興によって達成される
という憶見であろう。それは，近年の教育機会論の展開に看取されるように，「社会
的不平等そのものを変えていく方向のなかで，教育のアウトプットにおける平等を保鯛
障していこうとする」方向において努力されなければならないのである。生涯教育が
根づく社会の機構の変換というラディカルな文脈において，この問題を考えなければ
ならないゆえんである。
さらに，もう一方で，目下，私たちの眼前には，教育機会拡充の裏面に，人間の本

性としての知的好奇心や冒険心，承ずゑずしい感性や想像力，人間的な創造力や判断
助

力の「衰弱化」が進行している現実がある。こうした教育のゆが承を是正する使命を
生涯教育が帯びていることは言を待つまい。こうした文脈において，生涯にわたる定
型化された教育の拡大・拡散という方策が，どれだけこうした問題の解決となりうる
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生涯教育における教育機会均等概念の検討〃７

“ポール・ラングラン著，波多野完治訳『生涯教育入門第二部』全日本社会教
育連合会，1980年,p.92
鯛ユネスコ教育開発国際委員会箸，国立教育研究所内フォール報告書検討委員会
訳『未来の学習』第一法規，1975年,p.107
駒小島秀夫「教育機会論の展開」（茨城大学教育学部紀要第27号）1978年,P.224
脚辻功，木下繁弥編著『教育機会の拡充』（教育学講座第20巻）学習研究社，
1979年,p､315
鯛拙稿「生涯教育における学校外教育のシステム化をめぐる問題一脱学校論の
インパクトを中心に-」（慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要第22号）１９８２
年参照
㈱村井実『現代日本の教育』（改訂版）日本放送出版協会，1976年,p.72


